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1.吹付方法について

既設谷止工

凡　　　例

(鋼製枠)
既設土留工
(鋼製枠)

国有林界

計画山腹工

作業道跡

既設造林作業道

計画吹付ホース

2.各施工地までの配管距離

仮施設計画図
（配管ホース設置・撤去）

資材置場

細骨材プラント

配管距離が300ｍ以上のため、セパレートショット工法を採用する。

細骨材プラントは設置可能なスペースのある資材置場に設置する。

セメントミルクプラントは、施工地に近く取水が可能な箇所に設置する。
細骨材及びセメントミルクの配管は図のとおり。

3号崩壊地：370.0m
4号崩壊地：340.0m

セメントミルクプラント
採水地

設置・撤去延長：463.0m

配管設置・撤去
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計画谷止工

凡　　　例

想定運搬経路

(鋼製枠)
計画土留工
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計画山腹工

既設作業道・作業道跡
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図面番号 縮　尺 1:5,000

仮施設計画図図 面 名

(山下谷地区)

資材置場
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作業道作設：45.0m

敷鉄板敷設：200枚（2列）

大崎式ゲート設置


